A! 女学校で は、 当時 有名な 話で ありました。 そ 

れは 

『二 時間 目 事件。』 

とい ふので した。 

新学期が はじまつ てから 二 ヶ月 程 後の ある 日、 朝 か 

らニ 時間 目の 歴史の 時間に 起った こと。 と 書きた てる 

ほど 大げさな ことで もない のに、 それ を それほど 有名 

にした の は、 まったく、 その 男の —— つまり、 その 歴 

史の 時間での 先生で ある 溝 口 文学士の 性格に よるので 

した。 

やんちゃ 盛りの、 何 かこと あれ かしと、 いつも 何事 



かまち かま へ て 居る やうな 女学生の —— それが まして、 

四 年生 頃の 十六 七 を 揃へ て 何処かに H ロチ シズム なお 

もく るし さ を 交へ ながらの やんちゃ は、 どうもた まら 

なく 或る、 不快と 快感 を ごつ ちゃに、 若い 男の 先生な 

どに 与へ ると 見えまして、 その 溝 口先 生 も 四月の 新 学 

期に 始めて、 その 教室に 現 はれた 時から、 何となくお 

びえ てで も 居る やうに 常に 度の強い眼鏡の 奥の 眼ぶ ち 

を 赤く ふる はして 居る やうに 見えて 居ました。 一 たい 

が、 小づ くりで、 薄 皮膚の 色の 白い や はら かに 素直な 

毛 を そっと わけて 声 も ほそぼそと、 歴史と いふ 遠い昔 

の 夢 を ロマンチックに おどおどと 語る —— ただ、 す こ 



ました。 

溝 口先 生 は、 それから 一 度 も 学校へ 姿 をみ せません 

でした。 

一 一時間 目 事件が 学校 内の 雑多な 評判の なかから すつ 

かり 消えた 頃、 神経衰弱で 東北の 方へ 転地して 居た 溝 

口先 生が、 なくなられ たと 学校へ 聞え て 来ました。 が 

何故か 生徒 間で は、 こ はい ものにさ はりで もす る やう 

に、 二 時間 目 事 i を 口にする ものはありません でした- 
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